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海賊版サイトの最新状況（2021年年間まとめ）



海賊版サイト、日本国内からのアクセス 2021年12月 上位10サイト月間アクセス数（一社ABJ調べ／simillarwebによる）

順位 サイト名 URL
9月

（単位＝万）
10月

（単位＝万）
11月

（単位＝万）
12月

（単位＝万）
11月→12月 態様

1 13200 15560 17810 18350 103%オンライン／ベトナム系

2 7618 9116 10750 11630 108%オンライン／ベトナム系

3 2099 2238 2228 2319 104%ダウンロード／リーチサイト

4 2029 2086 1992 2118 106%ダウンロード／トレント

5 1621 1575 1523 1607 106%ダウンロード／リーチサイト

6 807 オンライン

7 533 532 519 587 113%ダウンロード／リーチサイト

8 253 243 244 434 178%オンライン／ベトナム系

9 440 424 330 401 122%オンライン／ベトナム系？

10 53 73 254 398 157%オンライン

合計 35954 39771 35650 38651 108%
漫画BANK閉鎖後、
他サイトが伸長

ベトナム系合計 21258 25100 28890 30815 115%ベトナム系合計 増加続く

構成員限り
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日本国内からのアクセス

海賊版上位10サイト合計の月別変化
（一社）ABJ提供／similarweb調べ
単位＝万 （「40000」＝4億）

２０２０年４月７日
初の緊急事態宣言

10サイト合計が4億越え
漫画村最盛期の４倍
（※漫画村の最盛期＝月間約1億）

漫画BANK閉鎖

※海外向けの各国語に翻
訳された海賊版サイトは
この数字に含まれず



※上位サイトのうち試算可能なサイトで
タダ読みされた金額

2020年年間＝約2100億円
2021年年間＝約1兆19億円

（2021年12月単月＝約１１２１億）

※【漫画BANK】でタダ読みされた金額
2019年末開設時から2021年10月まで＝約２０８２億

※【漫画村】でタダ読みされた金額＝約3200億
（CODA調べ）

※マンガの紙・電子をあわせた正規の市場規模＝6126億円
（２０２０年度 出版科学研究所調べ）

仮に、1割の海賊版ユーザーが正規版を購入するようになれば
1000億円の売り上げ増、1％としても100億円、

正規版への売上の影響として、決して無視できない金額となる



前回の検討会での質問に対するお答え



Q.海賊版リストの提供について、 広告関連事業者に対する、CODA経由の提供は、
現在どのくらいの頻度で提供していて、効果について現時点でどう評価しているのか？

• CODA経由の広告出稿停止枠組は、４半期に一度の提出頻度

→CODAの設定（リストそのものの提供ではなく、サイトを選定してCODAフォーマットでの提出）

• 結果、「まっとうなクライアントの広告」はほぼ表示されなくなった

→以前は、正規電子書店の広告（出版物の広告）が海賊版サイトに表示されていたので、そういった悲
劇（喜劇？）はなくなった

• ただし、不法行為を厭わない海外の広告事業者が跋扈

→日本では表示NGの強烈なアダルト系の広告、オンラインカジノの広告、海賊版ゲームの広告など、ア
ンダーグラウンドな広告が表示されている。そういったアウトサイダー的な広告事業者への対応が今後の
課題



さらに悪質なのは、この「CLOSE AD」をクリックすると、セキュリティソフトが
アラートを発する怪しげなウェブサイトに勝手に遷移する点



Q.上位２サイトはCDNサービスを利用しているのか、
またその具体的な状況について把握しているのか？

• 上位２サイトが、CDNサービスを利用していることは把握している

• その詳細に関しては、丸田・平井両弁護士のパートで



Q.海賊版リストの提供について、検索事業者に対する提供の状況と
その効果については、実際のところどうなのか？

• 「漫画村」事件後、Google、CODA、文化庁、コンテンツ業界との枠組みで
「海賊版サイトのTOPページを迅速に検索非表示にする」枠組が稼働中

• ただし、抜け道があり、漫画村を超える巨大海賊版サイトへの成長を抑え込む
ことはできなかった

• 詳細は、丸田・平井両弁護士のパートで

• なお、検索エンジン関連の協力として、ヤフー、Googleとは、「海賊版関連の
語句で検索」するとバナーやメッセージが表示される取り組みを実施中



↑ヤフーで「海賊版」と検索

Googleで「星野ロミ」と検索→
※「星野ロミ.org」という違法サイトが以前存在していた



漫画BANK情報開示に関する情報共有



漫画BANKとはいったいどんなサイトだったのか？



検索窓に作品名を入れると…→サイト内検索の結果が表示され、 出てくるのは漫画BANK内の海賊版データのみ



さらにクリックしていくと（すべて漫画BANK内）



検索型にするとどんなメリットが？

• サイト構築が容易（推測）

• GoogleへのTOPページ検索結果の非表示要請から逃げられる



結果、月間アクセス数8000万の巨大サイトに

• 漫画村の最盛期が約1億。漫画村に匹敵する巨大サイト

• 2019年末の開設

• 直近1年間、常にアクセス数上位１～３位に位置

• 2020年6月時点での調査→コミックス・雑誌2万7000冊が掲載

• 漫画BANKでタダ読みされた金額はトータルで2082億円



漫画BANK 月間アクセス数 このコロナ禍でどれくらい伸長したか
（一社）ABJ提供／similarweb調べ 単位＝万
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２０２０年４月７日
初の緊急事態宣言

２０２１年８月、９月
アクセス８０００万越え



講談社、KADOKAWA、集英社、小学館の4社で
実施した開示請求の詳細に関しては、

4社の代理人を代表して中島弁護士から




